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医療連携における今日的課題 

～身寄りのない患者を支援する中で～ 

 

○小林朝美 1） 木村 望 1） 伊部奈穂子 1） 押見将孝 1） 星 龍実 1） 

1）新潟市民病院 患者総合支援センター スワンプラザ 

 

 平成 23 年の介護保険法改正から地域包括ケアシステムの構築が義務化され、医療と介護の連携

推進が図られている。 

 当院では、平成 22年より身寄りのない患者支援の統計調査を開始し、平成 28年度までケース数と

して上昇を続けた。この度はもっとも件数の多かった平成 28 年度 77 ケースについて、身寄りのない患

者の退院支援において複数の属性をクロス集計して在院日数を比較した結果と、当院が隔年で行って

いる近郊病院へのアンケート結果から課題を提起させて頂く。 

 なお、本発表に際し、発表者・共同研究者は院内実施の臨床研修を受講し、個人情報等の取扱い

については十分に配慮し対応している。あわせて、院内の臨床研究申請の手続きを行い、承認された。 

 属性はケースごとに患者の判断能力の有無、生活保護申請の有無で在院日数に開きが出たほか、本

人の判断能力の有無と年齢層別での集計では、判断能力がなく身寄りが行方不明の場合に最も在院

日数が長くなった。 

 アンケートの回答を頂いた56病院のうち、「身寄りのない方の転院相談について」の項目において、「可

能」と回答を頂いたのは 1 病院、「不可」は 4 病院、「要相談」が 51 病院であった。要相談の内訳は、

生活保護申請や後見人手続等であった。それらが後の支援展開に必要な条件と推察すると共に、地域

包括ケアシステムの中で身寄りのない方の医療や介護の支援を受ける権利が守られる体制作りが重要

であると考える。 

 近年、身寄りのない方への支援への機運が高まってきている中で、協会員の皆さんそれぞれの立場で

支援について今一度思案していただけたらと思う。 


